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女性が輝く、
活力ある韮崎を目指して



　私たちの最も身近な暮らしの場として、地域は家庭とともに重要な要素を占めています。

　そして、地域の様々な活動に対する女性の意欲は高まっており、地域活動の担い手とし

て女性にも大きな期待が寄せられています。女性の意欲や能力を地域に活かすことは、様々

な課題を抱える地域社会においても有益であると同時に、女性自身の成長が図られるとい

う双方向の効果をもたらします。

　人口の半分を占める女性の皆さんの能力が一人ひとりが望む形で、社会に発揮できるよ

うになれば、地域はもっともっと強くそして豊かになっていくことでしょう。　

女
性
が
輝
く
、
活
力
あ
る
韮
崎
を
目
指
し
て
!!

　

　そして、地域の様々な活動に対する女性の意欲は高まっており、地域活動の担い手とし

て女性にも大きな期待が寄せられています。女性の意欲や能力を地域に活かすことは、様々

な課題を抱える地域社会においても有益であると同時に、女性自身の成長が図られるとい

う双方向の効果をもたらします。
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
男
女

共
同
参
画
の
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早

期
実
現
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
平
成
25
年
３
月
に
は
、「
韮

崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、「
第
２
次
韮
崎
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
女
だ
か
ら
」、「
男
だ
か
ら
」

と
い
う
固
定
化
さ
れ
た
役
割
分
担

意
識
や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
男
性
も
女
性
も
お
互
い
の

　

現
代
社
会
は
、
様
々
な
社
会
環

境
の
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
こ

れ
ら
の
社
会
環
境
の
変
化
か
ら
課

題
と
し
て
表
面
化
し
て
き
た
諸
問

題
の
解
決
の
糸
口
と
な
り
、
女
性

に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も
暮

ら
し
や
す
い
社
会
の
形
成
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
家

人
権
を
尊
重
し
認
め
合
い
、
そ
し

て
相
互
に
協
力
し
あ
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

庭
・
地
域
・
職
場
な
ど
で
男
女
が

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
画
で
き
る
よ
う
に
男
女
共
同
参

画
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
長
年
に

わ
た
り
形
成
さ
れ
て
き
た
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
は
、

依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。

女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

韮
崎
市

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　２月９日、市議会本会議場で第１回韮崎市女性議会が開
催されました。同議会は、市制施行 60周年記念事業とし
て、女性の視点から市民の声を市政に反映させることを目
的に実施されたもので、市内の各種女性団体の 30代から
80代までの 18名が女性議員として参加しました。
 　開会にあたり、主催団体を
代表して女性団体連絡協議会
の浅川節子会長が「女性の繊
細な感性を市政に取り入れる
とともに、この議会が、女性
の意識改革と社会参画、そし
て男女共同参画社会の実現に
寄与することを願ってやまみ
ません。」と挨拶をされました。
　また、本会議では、福祉・
環境・教育といった多岐にわたる分野で一般質問や答弁が
展開され、本職の議員に勝るとも劣らない質問を行なう光

景も見られたほ
か、傍聴席には多
くの市民が駆けつ
け、女性議会に対
する関心の高さを
うかがわせていま
した。

質問をする林紘子議員と熱心に聴き入る傍聴者

※今回の内容は議会だより
163 号又は市HPでもご覧
になれます。

挨拶をする浅川節子会長

女性のしなやかな視点と感性を市政に

韮崎市女性議会を開催

　

男
女
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、

　
　
　

協
働
す
る
街
の
実
現
に
向
け
て

　

韮
崎
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

は
、
市
内
の
女
性
を
中
心
と
す
る

８
団
体
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
２
ヶ
月
に

１
度
の
理
事
会
を
行
な
う
ほ
か
、

各
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
共

有
・
相
互
連
携
を
図
り
、
女
性
が

活
躍
す
る
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　　　　

ま
た
、
今
年
度
は
活
動
の
メ
イ

ン
が
女
性
議
会
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
議
会
の
傍
聴
に
積
極
的
に

参
加
し
た
ほ
か
、
女
性
参
政
権
獲

得
に
貢
献
し
た
市
川
房
江
の
足
跡

を
た
ど
る
（
財
）
市
川
房
江
記
念

会
「
女
性
と
政
治
セ
ン
タ
ー
」
と
、

国
会
議
事
堂
見
学
研
修
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

女性と政治センターで講演を聞く会員の
皆さん
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◆
新
し
い
保
険
証（
は
だ

色
）を
郵
送
し
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ

と
な
り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
新
し
い
保
険
証
を
、
３

月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し

ま
す
。

※
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、
各
自

で
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
次
の
方
は
ご
注
意
を

①
４
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
到
達

す
る
方

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
誕
生
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
お
渡
し

し
ま
す
。

②
右
上
に

と
表
示
の
あ
る
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
４
月
１

日
以
降
65
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
に
誕
生
月
の
末
日
（
誕

生
日
が
月
の
初
日
の
場
合
は
前
月

の
末
日
）
ま
で
が
、
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
方
で
、
退
職
者

本
人
が
先
に
65
歳
に
到
達
す
る
場

合
、退
職
者
本
人
と
同
日
ま
で
が
、

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
で
あ
る

旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
誕

生
月
の
末
日
以
降
も
同
じ
保
険
証

を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

◆
転
出
、
社
保
加
入
の
場
合
は

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を

　

他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
り
、

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
は
、
忘
れ
ず
に
国
保
の
保
険
証

を
返
還
し
、
国
保
の
資
格
を
喪
失

す
る
手
続
き
を
14
日
以
内
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
を
し
な
い
と
、
国
保
税

が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
国
保
加
入
の
学
生
の
方

　

在
学
の
た
め
、
住
所
が
就
学
地

に
あ
る
場
合
、
４
月
１
日
以
降
の

在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
が
な
い

と
保
険
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
こ
の
保
険
証
を
交
付
さ

れ
て
い
た
方
が
卒
業
し
た
場
合

は
、た
だ
ち
に
保
険
証
を
返
還
し
、

国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆「
柔
道
整
復
師
の
施
術
」

を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　

健
康
保
険
等
が
使
え
る
場
合
の

治
療
の
対
象
と
な
る
負
傷
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
等
（
肉

離
れ
を
含
む
。）
と
診
断
ま
た

は
判
断
さ
れ
、
施
術
を
受
け
た

と
き
。

（
※
骨
折
及
び
脱
臼
に
つ
い
て

は
、
応
急
手
当
を
す
る
場
合
を

除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
必
要
。）

②
骨
、
筋
肉
、
関
節
の
ケ
ガ
や
痛

み
で
、
そ
の
負
傷
原
因
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
き
。

※
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患
な

ど
、
健
康
保
険
等
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
負
傷
の
原
因
は
正
確
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　
内
線
１
２
７
～
１
２
９・
１
３
７

　

昨
年
10
月
か
ら
、
定
期
化
に
な

っ
た
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
経
過
措
置

は
、
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
対
象

の
方
は
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

■
経
過
措
置
対
象
者

・
３
歳
～
５
歳
未
満

（
生
後
36
月
に
至
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
生
後
60
月
に
至
る
ま
で
）

【
対
象
外
と
な
る
場
合
】

・
水
痘
に
罹
患
し
て
い
る
場
合

・
任
意
接
種
と
し
て
す
で
に

　
１
回
以
上
接
種
し
て
い
る
場
合

■
接
種
期
限

　

５
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
た
は
３

月
31
日
の
ど
ち
ら
か
早
い
期
日

■
接
種
回
数　
１
回

■
接
種
費
用　
無
料

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
診

票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
の
う

え
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当　

　

☎
２
３

−

４
３
１
０

国
保
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
安
心
な
も
の
に

水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種

（
経
過
措
置
）に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
納
め
る
国

民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保

税
は
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
医
療
費
を
抑
制
す

る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
や
、
健
康
診
断
の
受
診

に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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市
で
は
、
介
護
予
防
を
推
進
す

る
た
め
、
生
活
機
能
評
価
質
問
票

(

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト)

を
対

象
者
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
在
の
自
分
の
か
ら
だ

の
状
態
を
知
り
、
介
護
予
防
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の

で
、
皆
さ
ん
に
い
つ
ま
で
も
い
き

い
き
と
元
気
に
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
と
て
も
大
切
な
調

査
票
で
す
。

　

お
手
元
に
届
い
た
方
は
ご
記
入

の
う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
、

回
答
期
限
ま
で
に
必
ず
返
信
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
回
答
す
る
と

　

25
項
目
の
質
問
項
目
に
回
答
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
足
腰
の
筋

力
な
ど
運
動
に
関
す
る
こ
と
、
栄

養
・
口
腔
に
関
す
る
こ
と
、
認

知
・
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
等
、
ご
自
身
の
生
活
機
能
や
健

康
状
態
を
把
握
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
介
護
予
防
が
必
要

な
方
に
は
、
市
で
実
施
す
る
介
護

予
防
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
介
護
予
防
教
室
等
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

■
対
象

　

３
月
31
日
現
在
で
、
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
の
方

（
要
介
護
・
要
支
援
の
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

■
返
信
期
限

　

３
月
20
日
（
金
）

※
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

☎
２
３

−

４
３
１
３

介
護
予
防
の
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
回
答
の
お
願
い

65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
の
方
へ

　認知症への理解を広めるための認知症サポーター養成講座を、秋山
脳外科の院長である秋山巖先生を講師にお招きして開催します。
　認知症サポーター養成講座は、認知症を正しく理解し、偏見を持た
ずに認知症の人やその家族をあたたかく見守る応援者を地域に増やす
ことを目的に開催しています。認知症対策に積極的に取り組む秋山先
生から、身近な場所でお話を聞ける貴重な機会ですので、お誘い合わ
せのうえお気軽にご参加ください。
■日　時　３月５日（木）　13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健福祉センター ２階
■講　師　秋山 巖 氏（秋山脳外科 院長）
■定　員　30 名　※ 定員になり次第締め切りとさせて頂きます。
※キャラバンメイト（認知症サポーターを養成する人）を講師とした認知症サポーター養成講座は、随時

受講者を募集しておりますので、ご希望の方はお気軽にお問い合わせ下さい。
■参加料　無料
　※ 受講者には、認知症への理解のあかしとしてブレスレット（オレンジリング）をプレゼント
■申し込み・問い合わせ　もの忘れ相談センター（保健福祉センター内）　☎ 23-4464

認知症サポーター養成講座開催のお知らせ
 「認知症」支えあう街づくり

写真：昨年の養成講座の様子

「歩く」を見直すチャンス！
陸上ウォーキング教室で
気軽に運動をはじめませんか

　体を動かすのによい季節となりまし
た。体力がある人もない人も気軽に参
加できるウォーキングを皆さんで楽し
みませんか。日頃運動する機会のない
方は、ぜひ体力作りのきっかけにして
下さい。
　今回は大草町（日本のヘソ周辺）を
歩きます。当日はスポーツ推進委員よ
り歩き方の指導、終了後には食生活改
善推進員による健康食の試食がありま
すのでお楽しみに！
■日時　３月 14 日（土）
　９時 30 分～（受付９時より）
■集合場所　
　大草ふれあいセンター
※悪天候の場合は保健福祉センター

内での運動に変更
■持ち物

汗拭きタオル、水分補給できる飲み
物

※運動できる服装、歩きやすい靴で
ご参加ください。
■参加費　無料
■申し込み・問い合わせ
　保健課保健指導担当
　☎ 23-4310
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閲
覧
・
縦
覧
制
度
は
、
ご
自
分

の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

課
税
内
容
の
確
認
、
他
の
土
地
や

家
屋
と
の
価
格
を
比
較
し
て
自
分

の
資
産
価
格
が
適
当
で
あ
る
か
を

判
断
で
き
る
機
会
で
す
。

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
自
己
資
産
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
台
帳
を
確
認
い
た
だ

き
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
無
料
閲
覧
・
縦
覧
期
間　

　

４
月
１
日
（
水
）

　
　
　

～
６
月
１
日
（
月
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
閲
覧
・
縦
覧
場
所

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

◆
閲
覧
制
度
と
は

　

納
税
義
務
者
等
が
自
己
の
固
定

資
産
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

・
期
間　

閲
覧
は
い
つ
で
も
可

・
手
数
料　

前
記
期
間
は
無
料

　
（
期
間
外
は
１
件
３
０
０
円
）

・
閲
覧
対
象
者　

納
税
義
務
者
、

所
有
者
、
借
地
借
家
人

※
代
理
人
と
し
て
閲
覧
す
る
場
合

は
閲
覧
対
象
者
の
委
任
状
が
必

要
で
す
。

※
借
地
借
家
人
ま
た
は
そ
の
代
理

人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
契
約

書
等
の
権
利
関
係
を
示
す
書
面

が
併
せ
て
必
要
で
す
。

◆
縦
覧
制
度
と
は

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己

の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

・
期
間　

上
記
期
間
の
み

・
手
数
料　

無
料

・
縦
覧
対
象
者　

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
代
理
人
と
し
て
縦
覧
す
る
場
合

は
、
縦
覧
対
象
者
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
法
人
は
代
表
者
印
を
持
参
す
れ

ば
委
任
状
は
不
要
（
閲
覧
・
縦

覧
共
通
）

こ
の
機
会
に
自
己
資
産
を
チ
ェ
ッ
ク
！

固
定
資
産
課
税
台
帳
で
確
認
を

４
月
１
日
ま
で
に
手
続
き
を

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義
変
更
は
お
済
み
で
す
か
？

◆
土
地
地
番
台
帳
の
閲
覧

の
廃
止
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
土
地
の

所
有
者
の
住
所
・
氏
名
や
面
積
な

ど
の
登
記
情
報
等
を
記
載
し
た
土

地
地
番
順
台
帳
を
閲
覧
の
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
平
成
27
年
４
月

１
日
よ
り
こ
の
閲
覧
制
度
を
廃
止

し
ま
す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
法
務
局
の
閲
覧
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
軽
自
動
車
等
を
売
っ
た
り
、

譲
っ
た
り
、
廃
車
に
し
た
と
き
は

必
ず
所
定
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
転
出
や
転
入
を
し

た
と
き
も
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
４
月
１
日
ま
で
に
手
続
き
を

　

４
月
１
日
ま
で
に
廃
車
の
手
続

き
を
す
る
と
、
新
年
度
分
か
ら
の

軽
自
動
車
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
他
人
に
譲
っ
た
と
き
の

名
義
変
更
手
続
き
も
４
月
１
日
ま

で
に
す
る
と
、
税
金
は
前
の
所
有

者
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義

変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
、
軽
自

動
車
税
は
月
割
り
制
度
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
年
度
の
税
金
を

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

　

車
両
の
種
類
ご
と
に
、
次
の
と

お
り
手
続
き
場
所
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊【
軽
自
動
車
、 

軽
二
輪
車
】

　

山
梨
県
軽
自
動
車
検
査
協
会

☎
０
５
０

−

３
８
１
６

−

３
１
２
１

＊【
小
型
二
輪
】

　

山
梨
運
輸
支
局

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
３
９

＊【
原
動
機
付
自
転
車
、 

ミ
ニ
カ 

　

ー
、 

小
型
特
殊
自
動
車
】

　

市
税
務
課
市
民
税
担
当

　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

税
務
課
よ
り
お
知
ら
せ

　広報 1 月号で、平成 27 年度からの軽自動車
税の引き上げについてお知らせをしましたが、
1 月 14 日に閣議決定された平成 27 年度税制
改正の大綱により、原動機付自転車及び二輪車
の軽自動車税の引き上げ
が一年延長され、平成 28
年度からの適用になる見
通しです。
　今後、詳細がわかり次
第あらためてお知らせし
ます。
■問い合わせ
　税務課市民税担当
　（内線１５３～１５５）

原動機付自転車及び二輪車の
軽自動車税引き上げが一年延期

になる予定です。

ご注意ください！ご注意ください！

2015.3
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市
で
は
、
犬
・
猫
の
不
妊
、
去

勢
手
術
費
の
一
部
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
以
降
の

申
請
か
ら
助
成
金
額
が
下
表
の
と

お
り
減
額
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
と
な
る
犬
・
猫

・
本
市
で
登
録
さ
れ
た
犬

※
助
成
の
申
請
の
際
に
登
録
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
（
登
録
料　

３
，
０
０
０
円
）

・
飼
い
猫

◇
助
成
の
申
請

　

指
定
動
物
病
院
で
手
術
の
予
約

後
に
、
環
境
課
で
助
成
の
申
請
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
手
術
後
の
申
請
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　家庭で不要になった家電リサイクル品の回収を、
次の日程で行います。なお、回収の際には、適正な
処理を行うため、リサイクル料と運搬料がかかります。
※次回の回収月は 10月です。
■日時　３月 14日（土）　９時～ 11時 30分
■場所　市役所庁舎裏駐車場
■リサイクル料及び運搬料金表
　※リサイクル券は用意してあります。

■回収品目
　①テレビ　
　②洗濯機・衣類乾燥機　
　③冷蔵庫・冷凍庫　
　④エアコン

☆業者に直接搬入する場合
　次の搬入先へ個人で持ち込んでください。
＊都留貨物自動車㈱甲府支店
　中央市山之神流通団地 2473-11
☎ 055-273-5611
＊日本通運㈱山梨支店
　中央市中楯 769
☎ 055-274-8211
※直接持ち込んだ場合は、運搬料はかかりません
が、郵便局でリサイクル券の購入が必要です。

家電リサイクル品の回収のお知らせ
環境課インフォメーション　■問い合わせ　環境課環境政策担当

　　　　　　　（内線 131・132）

3 月 31 日まで 4月 1日から

犬
不妊手術 7,000 円 6,000 円

去勢手術 5,000 円 4,000 円

猫
不妊手術 5,000 円 4,000 円

去勢手術 4,000 円 3,000 円

※メーカーやサイズにより料金が異なります。

（1台あたり）
リサイクル品 リサクル料 リサイクル品運搬料

テレビ 1,836 円～ 3,688 円

1,000 円～ 3,500 円
洗濯機・衣類乾燥機 2,592 円～ 3,418 円

冷蔵庫・冷凍庫 3,888 円～ 6,037 円

エアコン 1,620 円～ 2,689 円
(ヤンマー製のみ 9,720円）

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
の

助
成
金
額
を
減
額

太陽光発電設備等の設置に係る補助制度を終了
 4 月 1 日より新たに

クリーンエネルギー導入促進補助金が開始
　市では、太陽光発電設備などの設置に係る購入費に対
し助成を行なうエコライフ設備補助金制度を実施してき
ましたが、太陽光発電設備等の普及が進んだことから、6
月 30日で補助制度を終了します。
　なお、新たに 4月 1日からはクリーンエネルギー導入
促進補助金制度が新設され、蓄電池等に対する補助が開
始されるほか、一部の設備や電気自動車等は助成が継続
されます。

対象設備 補助額 備　考

電気自動車及び
プラグインハイブリッド車 一律　

20,000 円

4 月 1 日から
新制度で増額補助

ペレット及び薪ストーブ 4 月 1 日から
新制度で継続補助

太陽光発電システム 20,000 円 /kW
（上限 10 万円）

6 月 30 日で終了

太陽熱高度利用システム

一律
20,000 円

エコジョーズ

エコウィル

エコキュート

エネファーム

■エコライフ設備補助金（6月 30日終了）

対象設備 補助額 備　考

家庭用
リチウムイオン蓄電池

10,000 円 /1kWh
（上限 10 万円） 新規補助

電気自動車及び
プラグインハイブリッド車 1 律 100,000 円 継続（増額）

補助

ペレット及び薪ストーブ 1 律 20,000 円 継続補助

■クリーンエネルギー導入促進補助金（4月 1日施行）
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平
成
27
年
度
【
前
期
】

　

急
病
や
交
通
事
故
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
の
救
急
事
象
が
発
生
し

た
時
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
そ
の
現
場
に
居
合

わ
せ
た
方
に
よ
り
適
切
な
応
急
手

当
が
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

で
、
傷
病
者
の
命
が
助
か
る
可
能

性
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
■
普
通
救
命
講
習

第
１
回　

　

４
月
15
日
（
水
）
９
時
～

※
２
回
目
以
降
の
日
程
・
会
場
等

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料　
無
料

■
講
習
会
場　
韮
崎
消
防
署

■
対
象
者　

　

峡
北
消
防
本
部
管
内
に
お
住
ま

い
の
方
、
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
方
。

■
定
員
　
各
回
20
名
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
消
防
署
（
救
命
担
当
）

　

☎
２
３

−

１
４
９
９

普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内

　

毎
月
、
多
才
な
講
師
が
講
演
を

行
う
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
。

11
月
に
は
、
Ｔ
Ｖ
等
で
活
躍
す
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
氏
が

登
場
し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
受

講
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
何

か
は
じ
め
よ
う
！
や
っ
て
み
よ

う
！
と
お
考
え
の
方
は
、
こ
の
機

会
に
受
講
し
自
分
磨
き
を
は
じ
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
各
戸
配
布
の
『
受

講
案
内
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
講
座　
毎
月
１
回

※
開
講
式　

４
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

■
場
所　

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
毎
月
の
実
施
内
容

　

午
前　

ク
ラ
ブ
や
同
好
会
活
動

　
（
書
道
・
料
理
・
手
芸　

外
）

※
希
望
者
の
み
・
定
員
あ
り

　

午
後　

講
演

■
入
学
金　
５
千
円
（
年
額
）

＊
体
験
入
学　

１
講
座
２
千
円

　
（
11
月
の
み　

３
千
円
）

■
受
講
案
内
の
申
込
書
に
入
学
金

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　平成26年度の閉講式（学園祭）は、各種安全のイベントを通し県民と音楽をつなぐ架け
橋として活躍する『山梨県警察音楽隊』が登場します。迫力ある演奏と華やかなフラッグ演
技をお楽しみください。当日は一般開放し、受講生以外の方でもご参加できますので、お気
軽にご来場ください。

■入場料　無料

■日時・内容　　３月６日（金）
　＊閉講式　13時 10分～
　＊学園祭　13時 35分～
　　うた声同好会発表
　　記念公演　山梨県警察音楽隊
　＊クラブ作品展示　
　　11時 30分～ 15時 20分

■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール

11月に講演予定の池上彰氏

山梨県警察音楽隊の公演の様子

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
（
内
線
２
６
８
）

武田の里ライフカレッジの学園祭を体験してみませんか？
３月６日（金）は一般開放日！どなたでもご参加できます

新
年
度
受
講
生
募
集

新
た
な
学
び
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
で
自
分
磨
き

8 
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財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
助
成
金
を
受
け
て
、
公
民

館
に
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
備
品
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
（
内
線
２
６
６
～
２
６
８
）

　

老
壮
大
学
で
は
、
毎
月
一
回
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
を
講
師
に
迎
え
た
講
座
の
ほ

か
、
映
画
上
映
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て

習
え
る
「
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」「
健
康
教
室
」
の

ほ
か
、
楽
し
い
部
活
動
も
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以

上
の
方
（
昭
和
31
年
３
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

■
入
学
金　
　

２
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

３
月
31
日（
火
）ま
で
に
所
定
の

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
市
社
会

福
祉
協
議
会（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）又
は
福
祉
課
へ
入
学
金
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所

　

社
会
福
祉
協
議
会
・
福
祉
課

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■
開
講
式

　

日
時　

４
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

　

場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■
実
施
内
容

●
講
座
（
下
表
の
と
お
り
）

●
ク
ラ
ブ
活
動

　

書
道
・
文
芸
・
手
芸
・
園
芸

　

写
真
・
華
道
・
舞
踊
・
囲
碁

　

読
書
・
詩
吟

●
教
室
活
動

　

社
交
ダ
ン
ス
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

健
康
教
室

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
２

−

６
９
４
４

日　時 時　間 内　容（タイトル等） 講　師 会　場

4 月 24 日（金）

13 時〜15 時

開講式・特別講演 韮崎市長　内藤 久夫

市民交流センター
ニコリ

（3階多目的ホール）

5 月 15 日（金） 超高齢化社会で歩き続けるために 医学博士　田中 利和

6 月 19 日（金） 笑顔を咲かせる 4 つのヒント 道化師　望月 美由紀

7 月 17 日（金） みんなのための元気なまちづくり まちづくりプランナー　新田 新一郎

8 月 21 日（金） カラオケ大会 演歌歌手　雲井 滝乃 東京エレクトロン
韮崎文化ホール
（小ホール）9 月 18 日（金） 高倉健さん主演映画 映画鑑賞

10 月 23 日（金） 落語で撃退 ! 悪徳商法 落語家　夢見亭わっぱ

市民交流センター
ニコリ

（3階多目的ホール）

11 月 20 日（金） がんばれ高齢者 ! お爺ちゃんお婆ちゃんは人間国宝だ 歴史散歩家　青空 遊歩

12 月 18 日（金） クリスマス会 保育園児

1 月 15 日（金） 本格派津軽三味線デュオ演奏 三味線奏者　輝 & 輝

2 月 5 日（金） イキイキ老後、上手に年齢（とし）をとる方法 元、殿様キングス　多田 そうべい

3 月 4 日（金） 10 時 30 分〜14 時 修了式・大学祭・文化祭

第
47
期 

老
壮
大
学
学
生
募
集

月
１
回
の
駅
前
通
学
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

清哲公民館に整備された椅子とテレビ

宝くじの助成により

コミュニティ備品を
購入

第
47
期 

老
壮
大
学
学
生
募
集

※ 都合により日程・講師等変更する場合があります。
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　道路や歩道への倒木の可能性がある樹木や枝の張
り出しにより、通行の支障になっている箇所が多数
見受けられます。これらが原因で、車両や歩行者に
事故が発生したときは、当該樹木の所有者の責任を
問われる（※）場合がありますので、樹木の伐採又
は枝払いをお願いします。（特に強風や大雨の後は
注意をお願いします。）

※民法第 717 条
　土地の工作物の占有者及
　び所有者の責任
　道路法第 43 条
　道路に関する禁止行為
■問い合わせ
　建設課道水路維持担当（内線 245）

県
中
北
建
設
事
務
所 

峡
北
支
所

■
期
間　
３
月
13
日
（
金
）
９
時

　
　
　
　
　

～
23
日
（
月
）
17
時

■
配
布
場
所

・
穴
山
町  

釜
無
川
河
川
敷

　
（
国
道
20
号
穴
山
橋
下
流
左
岸
）

・
神
山
町  

釜
無
川
河
川
敷

　
（
韮
崎
西
中
学
校
前
の
河
川
敷
）

・
藤
井
町　

塩
川
河
川
敷

　
（
駒
井
橋
下
の
河
川
敷
）

■
条
件
等

・
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
ま
で

・
持
ち
出
し
の
際
の
連
絡
は
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　

県
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所

河
川
砂
防
管
理
課　

管
理
担
当

　

☎
２
３

−

３
０
６
２

国
土
交
通
省 

甲
府
河
川
国
道
事
務
所

■
期
間　
３
月
2
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　

3
月
27
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
（
8
時
30
分
〜
17
時
）

■
配
布
場
所　

・
本
町
地
先
の
釜
無
川
河
川
敷

　
（
入
口
・
船
山
橋
上
流
左
岸
）

■
条
件
等

・
積
込
み
及
び
運
搬
は
、
ご
自
身

で
お
願
い
し
ま
す
。　

・
大
量
の
持
ち
出
し
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事

　

務
所
富
士
川
上
流
出
張
所

☎
０
５
５

−

２
７
２

−

０
０
４
０

○道路や水路へ樹木や植木が張り出している。
○道路に枯木が倒れたり、枝が道路に落ちるおそ

れがある。
○竹木の繁茂により通行障害のおそれがある。
○雑草が道路上に伸び、通行障害がある。また、

見通しが悪い。

具　体　例
○電線や電話線のある箇所での作業は危険を伴う

場合がありますので、事前に東京電力、または
NTTに連絡し、立会いのもとで行ってください。

○作業にあたっては、通行車両、自転車及び歩行
者の安全確保と、樹木からの転落防止等に十分
注意し、作業してください。

作業時の注意事項

道路への倒木、枝、雑草の
張り出しにご注意!

伐
採
し
た
河
川
の
樹
木
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
県
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所
及
び
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務

所
で
は
、
河
川
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
河
川
内
の
樹
木
の
伐
採
を
行
っ

て
お
り
、
伐
採
に
よ
り
発
生
し
た
木
を
ご
希
望
の
方
に
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
　
※
商
業
目
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

伐
採
し
た
河
川
の
樹
木
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

空き店舗のシャッターを
アートで彩りませんか？
　“にらさきの民話” や本市ゆかりのアート
を楽しみながら、まちなかを身近に感じて
いただくことで、商店街に賑わいを取り戻
すことを目的に始まった「まちなかシャッ
ターアート事業」。現在、市ではまちなか
シャッターアート事業にご協力をいただけ
る空き店舗を募集しています。

■応募条件
　①現在、シャッターが下りている空き店舗

等（入居者を募集していない物件も可）
　②市で指定する作品をシャッターに描く

ことに了承していただけること。
　　※ 描く作品は事前に協議します。
　③韮崎市第 2 期まちなか活性化計画の指

定区間内にある物件であること。
■応募期間　3 月 31 日（火）まで
■問い合わせ　
　商工観光課商工労政担当（内線 216）

道路への倒木、枝、雑草の
張り出しにご注意!
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　凍てつく冬もピークをすぎて、水ぬるむ３月を迎え
ました。
　春の訪れは誰しも心弾むものですが、韮崎に「春を
告げるお祭り」があることをご存知ですか？毎年、春
分の日の前後二日間に行われる雲岸寺の「窟（あな）
観音祭り」です。雲岸寺は韮崎駅から南西へ徒歩５分
ほど、七里岩の先端の崖下に位置する古刹で、通称「穴
観音」と呼ばれて親しまれています。
　祭りの当日は多くの露店で賑わい、華やかな稚児行
列も繰り広げられます。肌に感じる暖かな風とともに、
明るい春の雰囲気を目でも感じられることでしょう。
この祭りは、韮崎のみならず峡北一帯に春を告げる風
物詩として知られています。
　雲岸寺は室町時代の寛正 5 年（1464）に真言宗の
道場として開かれ、その後江戸時代初めの元和元年

（1615）に曹洞宗に改められました。しかし、境内東
側の七里岩の断崖には、弘法大師空海が自作の観音菩薩像をまつったと伝わるほら穴＝「窟

（あな・いわや）」があり、寺の起源は平安時代までさかのぼるとも言われています。雲岸
寺が「穴観音」と呼ばれているのは、このほら穴があるためです。
  弘法大師が観音像を安置したのち、地元の
人々がそれを覆うお堂を建てました。ほら穴
に庇（ひさし）とベランダを付けたような形
で、まるで断崖にお堂がめり込んでいるよう
に見えます。現在の建物は室町時代に造られ
たものです。
　窟には、観音像のほかに千体もの小さなお
地蔵さんも並んでいます。言い伝えでは、必
ずどれか一体のお地蔵さんと目が合うとか
…。お祭りの際に探してみてはいかがでしょ
うか？

（記事：民俗資料館 名取）

春
を
告
げ
る「
窟（
あ
な
）観
音
祭
り
」

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り
第
9
回

春
を
告
げ
る「
窟（
あ
な
）観
音
祭
り
」

武
田
の
里
山
で
育
ま
れ
た
最
高
の
お
米
を
あ
な
た
に

清
哲
町
中
谷
地
区 

田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
募
集
!!

　

日
本
を
代
表
す
る
お
米
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
る
清
哲
町
中
谷
地

区
。
懐
か
し
い
日
本
の
里
山
風
景

を
残
す
中
谷
地
区
の
里
山
田
で
、

あ
な
た
も
米
作
り
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
？
現
在
中
谷
地
区
で
は
田
ん

ぼ
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
米
作
り
を
体
験
し
て
み
た
い

方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
市
は
東
京
か
ら
電
車

等
で
90
分
程
度
と
い
う
好
立
地
で

も
あ
り
ま
す
。
日
帰
り
稲
作
体
験

も
十
分
可
能
で
す
の
で
、
首
都
圏

に
お
住
ま
い
の
知
人
等
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
は
、
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
面
積  

１
０
０
㎡
（
１
口
）

■
価
格　
３
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
１
口
／
１
シ
ー
ズ
ン
）

※
収
穫
量
50
キ
ロ
は
最
低
保
障

■
作
業
内
容　

・
田
植
え　
　
　

６
月
６
日
（
土
）

・
田
の
草
取
り　

７
月
５
日
（
日
）

・
稲
刈
り　

   　

10
月
上
旬
頃

※
こ
の
他
、
ち
び
っ
子
達
の
参
加

に
よ
る
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
日
常
の
管
理
及
び
営
農
指
導
は

中
谷
農
地
管
理
組
合
が
行
い
ま

す
。
ま
た
、
収
穫
し
た
お
米
の
配

送
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
送
料
負

担
で
宅
配
し
ま
す
。

■
特
典　
収
穫
祭
へ
の
参
加
、
生

き
物
調
査
へ
の
参
加
、
つ
ぼ
取
り

体
験
な
ど

■
募
集
締
切　
４
月
17
日
（
金
）

■
主
催　
中
谷
農
地
管
理
組
合

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
（
内
線
２
２
３
～
２
２
５
）
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昨
年
11
月
に
市
長
に
就
任
し
て

以
来
、
こ
う
い
っ
た
場
を
持
て
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
移
住
者
の
方
々
な
ど

の
目
線
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
韮
崎
の
良
い
と
こ
ろ
や
悪

い
と
こ
ろ
を
、
外
か
ら
の
視
点
で

忌
憚
な
く
話
し
て
い
た
だ
け
る
と

新
し
い
発
見
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
意
見
交
換

の
場
を
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
す
る
う
え
で
の
丁
度

良
い
便
利
さ
が
魅
力

　

新
潟
県
出
身
で
、
横
浜
で
大
工

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
家
作

り
を
し
た
く
て
日
照
時
間
が
長
い

山
梨
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
ス

キ
ー
や
ド
ラ
イ
ブ
で
訪
れ
た
韮
崎

の
雄
大
さ
と
、
韮
崎
の
自
然
の
良

さ
と
、
生
活
す
る
う
え
で
の
丁
度

良
い
便
利
さ
が
魅
力
な
事
か
ら
韮

崎
に
住
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

人
口
対
策
に
は
、
何
を
お
い
て

も
子
育
て
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て

中
の
親
の
考
え
を
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
思
い
切
っ
た
施
策

を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
若
い
人
達

に
韮
崎
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
の
で
す
が
、
そ
の
方
々
が
住
む

場
所
（
宅
地
）
の
確
保
と
い
う
課

題
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

今
回
は
こ
う
い
っ
た
話
し
合
い

の
場
が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
す
ご

く
楽
し
み
で
す
。

前列向かって左から　野田ひろみさん／上原美奈さん／内藤久夫市長／名取裕子さん／長坂小百合さん
後列向かって左から　細井雅也さん／大野玲子さん／野村大助さん／野田敬一さん／西田遥さん／堀内恵悟さん
	 ／横森政純さん

　各地で人口減少対策や地域活性化策などが課題となっており、本市でも現在これらについて各種施策の実
施や検討をしていますが、今回のまちづくりミーティングでは市外からの移住者（Uターン者含む）や現在
ふるさと韮崎を離れて暮らしている方々などに、外からの視点で本市の魅力や将来像、地域を元気にする施
策などについて意見交換をしていただきました。
　当たり前すぎて見落としがちなことも、外からの目線で考えると韮崎の強みや魅力であったり、実は弱点
であったりということがあります。こうした意見も韮崎を活性化させる要素として、今後もまちづくりミー
ティングを続けていく予定です。（※今回掲載する内容は参加者の意見の要旨です）

名取 裕子 さん

内藤 久夫 市長

「地
ふるさと

域の外からの目線で考えるまちづくり」
“チーム韮崎” まちづくりミーティング
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二
コ
リ
が
魅
力
の
一
つ

　

兵
庫
県
出
身
で
結
婚
を
機
に
韮

崎
に
移
住
し
ま
し
た
。
普
段
は
移

動
カ
フ
ェ
を
経
営
し
な
が
ら
、
県

内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど

に
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

韮
崎
の
魅
力
の
一
つ
に
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ
コ
リ
」
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
市
内
外
か
ら
多

く
の
方
々
が
来
館
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
が
、
特
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
開
催
す
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
は
多
く
の
子
育
て
中
の

方
々
が
来
場
し
て
人
気
で
す
。
し

か
し
残
念
な
こ
と
に
、
３
階
で
の

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
内

の
方
で
あ
っ
て
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
階
で
人

気
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
、
さ
ら
に
多
く
の

方
が
ニ
コ
リ
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
野
の
ひ
ま
わ
り
畑
の

よ
う
に
、
花
を
活
用
し
た
観
光
地

作
り
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
花
は

期
間
が
長
い
の
で
、
多
く
の
観
光

客
を
呼
び
込
め
る
と
思
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
が
安
心
し
て

農
業
に
従
事
で
き
る
街
に

　

韮
崎
出
身
で
す
が
、
一
度
就
職

な
ど
で
韮
崎
を
離
れ
、
夢
だ
っ
た

農
業
を
目
指
す
た
め
、
韮
崎
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
実
家
が
農
家
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
農
業
を
営
む
場
所
や
設

備
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ

ん
。農
業
従
事
者
と
し
て
独
立
し
、

生
計
を
た
て
る
こ
と
は
と
て
も
困

難
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
新
規
就
農
者
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
た
め
新
規
就
農
者
を

支
援
す
る
施
策
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。例
え
ば
、

新
規
就
農
者
が
共
同
で
使
用
で
き

る
倉
庫
や
作
業
場
、
農
作
業
の
拠

点
に
な
る
よ
う
な
施
設
を
設
置
し

て
い
た
だ
け
る
と
本
当
に
助
か
り

ま
す
。新
た
に
建
設
し
な
く
て
も
、

現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
な
ど

を
再
利
用
す
る
だ
け
で
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
が
充
実
し
て
い
る
と
、
も
っ
と

多
く
の
就
農
者
が
移
住
し
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
に
近
い
の
が
強
み

　

出
身
は
埼
玉
県
で
、
結
婚
を
機

に
韮
崎
に
来
ま
し
た
。
夫
と
一
緒

に
パ
ン
屋
を
始
め
る
ま
で
は
、
自

分
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
月
に
３

回
程
度
東
京
の
企
業
に
通
い
な
が

ら
、
自
宅
で
収
入
を
得
る
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
経

験
か
ら
、
韮
崎
っ
て
す
ご
く
東
京

か
ら
近
い
ん
だ
な
と
感
じ
、
こ
れ

が
韮
崎
に
住
む
魅
力
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
場
所
に
人
が
集
ま
る
と
い
う
の

は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
関
連
し
て
、
韮
崎
が
日
本
一
に

な
れ
る
の
は
防
災
面
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
地
震
に
強
い
と
い
う

こ
と
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
災

害
に
強
い
と
い
う
の
は
、
子
育
て

を
す
る
上
で
と
て
も
安
心
感
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
と
消
防
団
も
積
極

的
に
活
動
を
し
て
い
て
、
特
に
若

い
方
々
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う

の
が
地
域
に
と
っ
て
す
ご
く
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

現
代
の
若
者
は
地
方
で
の

暮
ら
し
に
憧
れ
て
い
る

　

出
身
は
韮
崎
市
で
す
が
、
就
職

な
ど
で
各
地
で
の
生
活
経
験
が
あ

る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
も
経
験
し

ま
し
た
。
現
在
は
市
内
で
妻
（
後

述
の
ひ
ろ
み
さ
ん
）
と
一
緒
に
パ

ン
屋
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
現
代
の
若
者
は
以
前
に

比
べ
て
都
会
で
の
暮
ら
し
よ
り

も
、
地
方
で
の
暮
ら
し
に
憧
れ
を

感
じ
て
い
る
、
あ
る
い
は
地
方
で

働
く
方
が
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
東
京
の
満
員

電
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
生
活
を
す

る
よ
り
も
、
地
方
で
の
田
舎
暮
ら

し
の
方
が
ず
っ
と
魅
力
的
だ
と
考

え
て
い
る
方
、
特
に
若
い
方
々
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
を
も
っ
と
積
極
的
に
韮
崎
に

呼
び
込
む
施
策
を
展
開
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
韮
崎
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

里
山
の
景
色
と 

　
　
　
　
便
利
さ
が
魅
力

　

出
身
は
埼
玉
県
で
、
夫
の
実
家

が
山
梨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
韮
崎

へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

韮
崎
に
は
、
自
然
が
あ
り
、
里

山
が
あ
り
、
駅
が
あ
り
、
中
央
道

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ
る
と

い
う
、
自
然
の
よ
さ
と
便
利
さ
を

兼
ね
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
も
あ
る

の
で
す
が
、
民
間
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
施
設
な
ど
が
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
韮
崎
に
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
た
し
か
に
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
は

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

を
理
由
に
す
べ
て
が
良
い
の
で
は

な
く
、
例
え
ば
、
自
然
や
景
観
的

に
考
え
る
と
多
少
の
規
制
も
必
要

が
あ
る
の
で
は
と
個
人
的
に
は
考

え
ま
す
。
特
に
韮
崎
は
富
士
山
の

眺
望
が
魅
力
で
す
か
ら
、
ソ
ー
ラ

ー
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

細井 雅也 さん

野田 敬一 さん

野田 ひろみ さん

長坂 小百合 さん

上原 美奈 さん
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安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め

る
環
境
づ
く
り

　

埼
玉
県
出
身
で
、
料
理
の
修
業

を
し
な
が
ら
各
県
を
巡
り
、
現
在

は
市
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
ワ
イ
ン
が

好
き
で
、
山
梨
の
ワ
イ
ン
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
自
分
の
お
店
で
も

県
産
ワ
イ
ン
に
こ
だ
わ
っ
て
出
し

て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
意
見
が
出
た
よ
う
に
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
街
に

は
確
か
に
人
が
集
ま
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
個
人
的
な
考
え
で
す

が
、
韮
崎
に
は
子
ど
も
が
多
い
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
と
は
最
終
的
に
は

人
口
対
策
に
行
き
着
く
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
、
外
か
ら
人
を
呼
び

込
む
こ
と
も
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
い
る
若
者
が
安
心
し
て

子
ど
も
産
み
、
さ
ら
に
そ
の
子
ど

も
が
子
ど
も
を
産
む
と
い
う
環
境

を
維
持
で
き
れ
ば
、
韮
崎
市
は
自

然
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
街
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　

以
前
は
北
杜
市
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
穴
山
町
に
住
ん

で
、山
梨
大
学
に
通
う
学
生
で
す
。

大
学
で
は
、
甲
府
を
拠
点
に
大
学

生
と
地
域
や
高
校
生
な
ど
を
繋
ぐ

活
動
を
し
て
い
る
ほ
か
、
シ
ェ
ア

ス
ペ
ー
ス
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
取

り
組
み
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

韮
崎
市
は
空
き
家
バ
ン
ク
の
取

り
組
み
が
弱
い
と
伺
い
ま
し
た

が
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す

こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
ま
た
、
先
ほ
ど
新
規
就
農
者

に
関
す
る
支
援
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
就
農
者
用
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
取
り
組
み
も
実
際
に
行

な
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で

参
考
に
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

自
然
と
人
の
優
し
さ
に
癒

さ
れ
ま
し
た

　

私
は
栃
木
県
出
身
で
、
現
在
は

穂
坂
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
18
年

前
に
、
甲
府
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
そ
の
当
時
か
ら
夫
は
甲
斐
駒

ヶ
岳
が
、
そ
し
て
私
は
富
士
山
が

と
て
も
好
き
で
し
た
。
そ
の
後
仕

事
の
関
係
で
茨
城
県
へ
と
移
り
住

み
ま
し
た
が
、
山
梨
へ
の
想
い
を

忘
れ
ら
れ
ず
、
山
梨
を
心
の
ふ
る

さ
と
の
様
に
ず
っ
と
感
じ
て
お

り
、
い
つ
か
山
梨
へ
帰
り
た
い
と

思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
兼
ね
て
よ
り
穂
坂
の

ぶ
ど
う
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
農
家
さ
ん
か
ら
土
地
を
譲
り
受

け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
韮
崎
の

穂
坂
町
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
穂
坂
町
に
住
ん
で
感
じ
た

こ
と
は
、
自
然
の
豊
か
さ
と
、
周

囲
の
方
々
の
や
さ
し
さ
で
す
。
穂

坂
に
来
て
心
が
癒
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
穂
坂
町
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
ま
で
感
じ
て

い
ま
す
。

若
者
を
受
け
入
れ
る
地
方

の
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要

　

北
杜
市
長
坂
町
出
身
で
、
韮
崎

高
校
卒
業
後
は
神
奈
川
県
の
大
学

に
通
っ
て
お
り
、
山
梨
を
離
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
教
育
活
動
に
興
味

が
あ
り
、
現
在
は
地
元
で
教
育
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い

ま
す
。
韮
崎
市
在
住
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
外
か
ら
の
視
点
と
い
う

こ
と
で
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
野
田
さ
ん
が
現
代
の
若

者
は
、
地
方
で
の
暮
ら
し
に
憧
れ

て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
研
究
や
調
査
も
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
若
者
の
意
識

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
は
事
実
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
若
者
を
受
け
入
れ
る
地

方
の
体
制
や
仕
組
み
も
こ
れ
か
ら

は
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

仲
間
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
連
携
）
が
気
軽
に

で
き
る
地
域
性
が
嬉
し
い

で
す
ね

　

出
身
は
韮
崎
市
で
す
が
、
23
年

間
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
仕
事
に

就
い
て
お
り
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
両
親
も
高
齢

に
な
り
家
業
の
ブ
ド
ウ
栽
培
を
継

ぐ
た
め
、
韮
崎
へ
と
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
農
業
は
自
然
と
の
対
話
や

調
和
を
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
仕
事
で
や
り
が
い
や
生

き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
日
々
過
ご

し
て
い
ま
す
。
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ

は
農
協
や
直
売
所
等
に
出
し
た
り

す
る
ほ
か
、
前
述
の
野
田
さ
ん
の

パ
ン
屋
に
出
し
て
レ
ー
ズ
ン
な
ど

に
活
用
し
て
も
ら
う
な
ど
仲
間
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
気
軽
に

で
き
る
地
域
性
が
と
て
も
魅
力
的

で
す
ね
。

大野 玲子 さん

野村 大助 さん

横森 政純 さん

西田 遥 さん

堀内 恵悟 さん

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）
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※ 2 節：柏レイソルが AFC チャンピオンズリーグ 2015 プレーオフ（2/17）に勝利した場合 YNC は決勝 T からの出場となることから、
休み節となり試合開催なし。

2nd 9 節　AFC チャンピオンズリーグ 2015 で柏レイソルが準々決勝に進出した場合、開催日が 8 月 30 日（日）に変更。
2nd11 節　AFC チャンピオンズリーグ 2015 において鹿島アントラーズが準々決勝に進出した場合、開催日が 9 月 20 日（日）に変更。

■ 2015J リーグヤマザキナビスコカップ　ヴァンフォーレ甲府　試合日程

■ 2015 明治安田生命 J1リーグ　ヴァンフォーレ甲府　試合日程

　樋口新監督のもと、クラブ史上初の 3 年連続の J1 の舞台を迎えます。チームとし
ての一体感、サポーターが作り出すスタジアムの一体感。それはヴァンフォーレ甲府
が持つ大きな魅力の一つであり、J1 を戦い抜くための強力な「武器」でもあります。
今シーズンは、その「一体」を旗印に、クラブに関わるすべての人の力を結集し、さ
らなる上を目指し挑戦を続けていきます。 
　韮崎市はヴァンフォーレ甲府のホームタウンとして、今年も「ホームタウンサンク
スデー」の開催など、J1 のピッチで躍動する VF 甲府イレブンを支援していきます。
　2015 シーズンもスタジアムに足を運び、市民一体となって応援しましょう。

2015シーズンもヴァンフォーレ甲府を応援しよう!!

■：ホームゲーム
ステージ 節 　月　日 曜 対戦相手 キックオフ スタジアム

1st

1 3 月 7 日 土 サンフレッチェ広島 14:00 エディオンスタジアム広島
2 3 月 14 日 土 名古屋グランパス 14:00 山梨中銀スタジアム
3 3 月 22 日 日 ガンバ大阪 14:00 山梨中銀スタジアム
4 4 月 4 日 土 FC 東京 16:00 味の素スタジアム
5 4 月 12 日 日 ヴィッセル神戸 16:00 ノエビアスタジアム神戸
6 4 月 18 日 土 サガン鳥栖 14:00 山梨中銀スタジアム
7 4 月 25 日 土 川崎フロンターレ 19:00 等々力陸上競技場
8 4 月 29 日 水祝 浦和レッズ 19:00 山梨中銀スタジアム
9 5 月 2 日 土 鹿島アントラーズ 15:00 県立カシマサッカースタジアム
10 5 月 6 日 水振 松本山雅 FC 14:00 松本平広域公園総合球技場
11 5 月 10 日 日 湘南ベルマーレ 14:00 山梨中銀スタジアム
12 5 月 16 日 土 モンテディオ山形 14:00 山梨中銀スタジアム
13 5 月 23 日 土 ベガルタ仙台 18:30 ユアテックスタジアム仙台
14 5 月 30 日 土 アルビレックス新潟 13:00 デンカビッグスワンスタジアム
15 6 月 7 日 日 横浜 F・マリノス 16:00 山梨中銀スタジアム
16 6 月 20 日 土 清水エスパルス 16:00 IAI スタジアム日本平
17 6 月 27 日 土 柏レイソル 19:00 山梨中銀スタジアム

2nd

1 7 月 11 日 土 ガンバ大阪 未定 万博記念競技場
2 7 月 15 日 水 ベガルタ仙台 〃 山梨中銀スタジアム
3 7 月 19 日 日 湘南ベルマーレ 〃 Shonan BMW スタジアム平塚　
4 7 月 25日 土 松本山雅FC 〃 山梨中銀スタジアム　※ホームタウンサンクスデー
5 7 月 29 日 水 浦和レッズ 〃 埼玉スタジアム 2002
6 8 月 12 日 水 FC 東京 〃 山梨中銀スタジアム
7 8 月 16 日 日 横浜 F・マリノス 〃 日産スタジアム
8 8 月 22 日 土 ヴィッセル神戸 〃 山梨中銀スタジアム

（※ ②）9 8 月 29 日 土 柏レイソル 〃 日立柏サッカー場
10 9 月 12 日 土 川崎フロンターレ 〃 山梨中銀スタジアム

（※ ③）11 9 月 19 日 土 鹿島アントラーズ 〃 山梨中銀スタジアム
12 9 月 26 日 土 サガン鳥栖 〃 ベストアメニティスタジアム
13 10 月 3 日 土 アルビレックス新潟 〃 山梨中銀スタジアム
14 10 月 17 日 土 モンテディオ山形 〃 ND ソフトスタジアム山形
15 10 月 24 日 土 サンフレッチェ広島 〃 山梨中銀スタジアム
16 11 月 7 日 土 名古屋グランパス 〃 豊田スタジアム　
17 11 月 22 日 日 清水エスパルス 〃 山梨中銀スタジアム

節 　月　日 曜 対戦相手 キックオフ スタジアム
1 3 月 18 日 水 湘南ベルマーレ 19:00 Shonan BMW スタジアム平塚　

（※ ①）2 3 月 28 日 土 柏レイソル 14:00 山梨中銀スタジアム
3 4 月 8 日 水 松本山雅 FC 19:00 山梨中銀スタジアム
4 4 月 22 日 水 アルビレックス新潟 19:00 山梨中銀スタジアム
5 5 月 20 日 水 FC 東京 19:00 味の素スタジアム
6 5 月 27 日 水 サガン鳥栖 19:00 山梨中銀スタジアム
7 6 月 3 日 水 サンフレッチェ広島 19:00 エディオンスタジアム広島

準々決勝 9 月 2 日 水 ホーム＆アウェイのためどちらかを
山梨中銀スタジアム9 月 6 日 日

準決勝 10 月 7 日 水 ホーム＆アウェイのためどちらかを
山梨中銀スタジアム10 月 11 日 日

決勝 10 月 31 日 土 未定

■：ホームゲーム
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第
21
回 

新
府
桃
の
花
見
会

　

約
60
ｈ
ａ
も
の
桃
畑
が
、
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
新
府
桃

源
郷
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
農
村
風

景
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
花
見
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
４
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
15
時

■
場
所　
新
府
共
選
場

第
７
回 

穴
山
さ
く
ら
祭
り

　

Ｊ
Ｒ
穴
山
駅
に
隣
接
し
て
い
る

穴
山
さ
く
ら
公
園
で
、
穴
山
さ
く

ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
は
じ
め
、
こ
ぶ
と
り

じ
い
さ
ん
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
４
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　
穴
山
さ
く
ら
公
園

■
内
容　
つ
き
た
て
の
餅
や
豚
汁

の
販
売
、
市
民
参
加
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

実
行
委
員
長　

嶋
津

☎
０
９
０

−

４
６
０
２

−

９
７
７
０

記
念
登
山
（
申
込
不
要
）

■
受
付　
８
時
～
（
随
時
出
発
）

■
参
加
費　
一
般
１
，
０
０
０
円

　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

（
保
険
・
記
念
品　

※
当
日
徴
収
）

■
先
着　
１
０
０
名

【
２
つ
の
講
座
を
同
時
開
催
】 

①
茅
ヶ
岳
エ
コ
・ 

　
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
同
行
に
よ

る
、
初
心
者
か
ら
中
級
者
向
け
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
で
す
。

■
受
付   

８
時
～
８
時
45
分

　
　
　
　

※
９
時
出
発

■
参
加
費　
一
般
１
，
０
０
０
円

　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

（
保
険
・
記
念
品　

※
当
日
徴
収
）

■
先
着　
50
名

■
申
込
期
限　
４
月
10
日
（
金
）

②
世
界
の
ヤ
マ
ケ
ン  

　
茅
ヶ
岳
ト
レ
ラ
ン
講
座

　

日
本
を
代
表
す
る
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ナ
ー
の
山
本
健
一
さ
ん
に
よ
る

ト
レ
ラ
ン
講
座
で
す
。
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
技
術
や
マ
ナ
ー
の

ほ
か
、
山
を
走
る
心
構
え
な
ど
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

春
の
武
田
の
里
ま
つ
り 

お
新
府
さ
ん（
新
府
藤
武
神
社
祭
典
）

　

武
田
勝
頼
公
ゆ
か
り
の
新
府
城

本
丸
跡
に
祀
ら
れ
て
い
る
、
新
府

藤
武
神
社
の
春
の
お
祭
り
。

　

祭
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、

２
４
９
段
の
石
段
を
一
気
に
駆
け

上
が
る
神
輿
渡
御
。
力
強
く
進
む

神
輿
と
担
ぎ
手
の
必
死
の
形
相
は

圧
巻
で
す
。

■
日
時　
４
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所　
新
府
藤
武
神
社

　
　
　
　
（
新
府
城
跡
）

■
内
容　
飲
食
販
売
・
神
楽
奉
納
・

カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
神
輿
渡
御
な
ど

第
34
回　
深
田
祭

　
「
日
本
百
名
山
」
の
著
者
で
、

日
本
山
岳
界
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
登
山
家
、
深
田
久
弥
氏
。

　

氏
の
遺
徳
を
偲
ぶ
碑
前
祭
の
ほ

か
、
記
念
登
山
や
ト
レ
ラ
ン
講
座

な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
４
月
19
日
（
日
）

■
場
所　
深
田
記
念
公
園

碑
前
祭
（
申
込
不
要
）

　

13
時
30
分
～

■
受
付　
９
時
～
９
時
45
分

　
　
　
　

※
10
時
出
発

■
参
加
費　
一
般
１
，
０
０
０
円

　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

（
保
険
・
記
念
品　

※
当
日
徴
収
）

■
先
着　
30
名

■
申
込
期
限　
４
月
10
日
（
金
）

な
め
こ
植
菌
体
験
教
室

　

穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
運
営

協
議
会
で
は
、
き
の
こ
の
植
菌
体

験
指
導
か
ら
収
穫
ま
で
の
管
理
方

法
を
指
導
す
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　
３
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～

■
場
所

   

穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
１
，
５
０
０
円

　
（
植
菌
し
た
原
木
３
セ
ッ
ト
、

昼
食
付
）

■
持
ち
物　
軍
手
、
屋
外
で
作
業   

で
き
る
服
装

■
申
込
期
限　
３
月
16
日
（
月
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
（
内
線
２
２
３
）

武
将
DE
恋
活
IN
甲
州
軍
団
出
陣 

甘
利
備
前
守
虎
泰
隊
出
陣
式

　

山
梨
を
代
表
す
る
春
の
イ
ベ
ン

ト
「
第
44
回
信
玄
公
祭
り
甲
州
軍

団
出
陣
」。
本
市
か
ら
は
、
秋
山

泉
市
議
会
副
議
長
と
武
将
DE
恋
活

の
参
加
者
総
勢
40
名
が
甘
利
備
前

守
虎
泰
隊
の
武
者
に
扮
し
、
信
玄

公
が
待
つ
甲
府
駅
前
本
陣
に
向
け

て
出
陣
し
ま
す
。

■
日
時　
４
月
４
日（
土
）13
時
～

■
会
場　
韮
崎
駅
前
広
場

わ
に
塚
の
サ
ク
ラ 

　
　
　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

樹
齢
約
３
２
０
年
を
誇
る
「
わ

に
塚
の
サ
ク
ラ
」。
残
雪
の
山
々

を
背
景
に
凛
と
咲
き
誇
る
姿
は
、

毎
年
多
く
の
「
観
桜
者
」
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。
夕
闇
に
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
で
美
し
い
夜

桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間

　

４
月
３
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

〈
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
〉

　

４
月
３
日
（
金
）

　

18
時
15
分
～

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
観
光
協
会

　

☎
２
２

−

１
９
９
１

春
を
楽
し
む 

韮
崎
を
楽
し
む

16 
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問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

地
元
高
校
生
に
よ
る 

お
茶
と
お
琴
の
お
も
て
な
し

　

韮
崎
高
校
茶
道
部
・
筝
曲
部
と

韮
崎
工
業
高
校
茶
道
部
の
皆
さ
ん

が
、
来
館
者
を
お
も
て
な
し
。

■
日
時　
３
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～

■
場
所　
１
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

横
共
用
ス
ペ
ー
ス

親
子
で
作
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ 

　
　
　
　
ア
イ
シ
ン
グ
教
室

  

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
り
、
シ
ュ

ガ
ー
ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
く
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
作
っ
た
ケ
ー
キ
は

お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
時　
３
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

①
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　

②
13
時
～
14
時
30
分

　
　
　
　

③
15
時
～
16
時
30
分

■
費
用　
１
，
５
０
０
円

■
定
員　
各
回
親
子
８
組
（
大
人

１
人
に
つ
き
子
ど
も
２
人
迄
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
可
）、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階 

調
理
室

■
講
師　
福
田
由
香
里
先
生

　
問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

市
立
図
書
館

３
月
展
示 

「
未
解
決
事
件
を
中
心
と
す
る 

　
　
　

 

日
本
犯
罪
史
」
展
示

　

２
０
１
０
年
３
月
、
殺
人
な
ど

の
凶
悪
事
件
の
時
効
廃
止
を
盛
り

込
ん
だ
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
が
改

正
さ
れ
、
未
解
決
事
件
に
つ
い
て

の
捜
査
が
現
在
も
続
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
未
解
決
事
件

を
中
心
に
日
本
の
凶
悪
事
件
や
犯

罪
史
に
残
る
特
異
な
事
件
を
取
り

扱
っ
た
本
を
展
示
し
ま
す
。
当
時

の
世
相
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
あ

る
い
は
初
め
て
事
件
を
知
り
、
驚

き
を
新
た
に
し
な
が
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
展
示
期
間

　

２
月
28
日
（
土
）

　

～
３
月
29
日
（
日
）

お
は
な
し
会

　

姉
妹
都
市
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

市
か
ら
素
敵
な
お
客
様
が
来
館
し

ま
す
。
英
語
の
絵
本
を
ネ
イ
テ
ィ

ブ
な
発
音
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　
３
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
14
時
30
分

■
場
所　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象
　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

３
月
は
２
つ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
溝
口
朗
読
サ
ー

ク
ル
、
ひ
び
き
の
会
）
の
皆
さ
ん

の
出
演
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　
３
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
二
粒
の
飴
」　　

山
本
周
五
郎
作

　
　
　
　
　

朗
読　

永
田
京
子
氏

「
内
蔵
允
留
守
」　

山
本
周
五
郎
作

　
　
　
　
　

朗
読　

杉
山
菊
枝
氏

※
朗
読
会
は
毎
月
第
３
土
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す

　
問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ら
ぐ
る
み
ん
企
画 

に
ら
★
ぐ
る
み
ん
ま
つ
り

　

韮
崎
の
子
育
て
に
優
し
い
お
店

大
集
合
！「
お
買
い
も
の
」や「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
１
コ
イ
ン
以

下
で
楽
し
め
ま
す
。

（
販
売
）
パ
ン
、
お
菓
子
、
食
品
、

ニ
ー
ラ
グ
ッ
ズ
、
服
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
品
な
ど

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
手
作
り
マ

グ
ネ
ッ
ト
、
手
型
、
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
な
ど

■
日
時　
３
月
19
日
（
木
）

　

10
時
～
13
時
（
申
込
不
要
）

■
持
ち
物　
エ
コ
バ
ッ
グ

子
育
て
サ
ロ
ン 

　
　
　
　
い
た
ず
ラ
ビ
ッ
ト
企
画 

「
お
絵
か
き
し
ま
し
ょ
う
♪
」

　

大
き
な
紙
に
み
ん
な
で
思
い
っ

き
り
お
絵
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

お
や
つ
タ
イ
ム
と
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
も
お
楽
し
み
に
♪

■
時
間　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
定
員　
０
～
３
歳
ま
で
の
未
就

園
児
と
保
護
者
15
組

■
場
所
　
龍
岡
町
公
民
館

　
（
龍
岡
町
下
條
南
割
１
０
０
７
）

■
申
込　
電
話
ま
た
は
「
に
ら
★

ち
び
ネ
ッ
ト
」

春
休
み
期
間
中
の
利
用
時
間 

　
　
　
　

  

変
更
に
つ
い
て

　

３
月
24
日
（
火
）
～
４
月
10
日

（
金
）
の
平
日
、
幼
稚
園
児
・
保

育
園
児
の
ご
利
用
は
14
時
か
ら
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
子
育
て
支

援
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
大
正
大
学
人
間
学
部
教

授
、
玉
井
邦
夫
先
生
を
迎
え
、「
個

性
を
伸
ば
す
子
育
て
・
自
立
で
き

る
子
育
て
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
ほ
め
方
、
ほ
め
る
こ

と
が
な
ぜ
良
い
の
か
、
声
か
け
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、
お
手
本
の
見
せ
方

な
ど
、
具
体
例
を
交
え
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
々
か
ら
も
、「
地

域
で
見
守
り
や
声
か
け
を
し
て
い

き
た
い
」、「
思
い
や
り
を
持
っ
て

接
し
た
い
」
等
、
多
く
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

愛
育
会
と
し
て
も
、
こ
の
20
周

年
を
機
に
今
後
も
地
域
に
根
づ
い

た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

韮
崎
市
愛
育
会

愛
育
会
設
立
20
周
年
記
念
事
業

『
子
育
て
支
援
講
演
会
』を
開
催
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募 
集

ふ
る
さ
と
韮
崎
・ 

ま
た
来
た
く
な
る
韮
崎 

縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　
　
　　

２
０
１
５
始
動

　

韮
崎
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
縄
文

遺
跡
の
宝
庫
で
す
。
ふ
る
さ
と
の

誇
り
で
あ
る
縄
文
遺
産
を
み
ん
な

で
受
け
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

◇
講
演
会
を
開
催

■
日
時
（
２
回
開
催
）

　
『
韮
崎
の
お
宝
縄
文
遺
跡
』

　
　

３
月
20
日
（
金
）

　
　

９
時
50
分
～
11
時

　
『
伝
え
た
い
韮
崎
の
縄
文
遺
跡
』

　
　

３
月
27
日
（
金
）

　
　

９
時
50
分
～
11
時

■
講
師　
教
育
課　

閏
間
俊
明 

氏

■
会
場　
穴
山
公
民
館

■
参
加
費　
無
料

◇
大
賀
蓮
の
一
株
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

縄
文
時
代
の
地
層
か
ら
発
見
さ

れ
た
種
を
開
花
さ
せ
た
大
賀
蓮
の

種
根
茎
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

入
学
や
卒
業
、
家
族
や
友
人
と

の
記
念
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

＊
３
月
22
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

＊
３
月
29
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
穴
山
町
次
第
窪

　
　
　
　

大
賀
蓮
池

■
持
ち
物　

長
靴
、
ゴ
ム
手
袋
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
作
業
し
や

す
い
防
寒
着

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

緑
と
大
地
の
会　

　

担
当　

水
垂
（
み
ず
た
れ
）

☎
０
９
０

−

１
６
９
５

−

８
７
７
３

基
礎
か
ら
学
ぼ
う
！ 

　
　
　
　
　

  

手
話
講
習
会

　

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
方
を

対
象
に
、
韮
崎
市
聴
覚
障
害
者
協

会
の
方
々
が
講
師
と
な
り
、
手
話

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
手
話
を
習
得
し
た
い

と
い
う
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
内

容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
４
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
12
月
10
日
（
木
）

※
４
月
～
７
月
（
初
級
）

　

８
月
～
12
月
（
中
級
）

　

毎
週
木
曜
日
（
全
34
回
）

■
時
間　
19
時
15
分
～
21
時

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ニ
コ
リ　

会
議
室

■
受
講
費　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
は
当
日
会
場
に
て
別

　

途
購
入

■
定
員　
25
名
（
初
参
加
優
先
）

■
申
込
期
限　
４
月
６
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
担
当

（
内
線
１
８
２・
１
８
３
）

観
光
協
会
新
規
会
員
募
集

　

観
光
協
会
の
新
規
会
員
を
募
集

し
ま
す
。観
光
事
業
の
振
興
発
展
、

観
光
資
源
の
開
発
利
用
を
図
る
た

め
、ぜ
ひ
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
新
規
会
員

・
正
会
員　

　

団
体
並
び
に
法
人
及
び
個
人

・
特
別
会
員　

　

特
に
本
会
に
賛
同
す
る
法
人　

及
び
個
人

■
会
費

　

正
会
員　
　

５
口
以
上

　

特
別
会
員　

１
口
以
上

※
１
口　

２
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
観
光
協
会

　
（
市
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
２
２

−

１
９
９
１

平
成
27
年
度
富
士
山
五
合
目 

　
　
　
自
然
解
説
員
を
募
集

　

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン

タ
ー
及
び
富
士
山
五
合
目
周
辺
で

自
然
解
説
や
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

指
導
す
る
富
士
山
五
合
目
自
然
解

説
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
20
名
程
度

■
勤
務
期
間　

５
月
１
日
（
金
）

～
10
月
31
日
（
土
）

※
勤
務
日
数
は
25
日
程
度

■
勤
務
時
間　
９
時
～
16
時
30
分

■
賃
金　
日
給
６
，
７
０
０
円

■
募
集
期
間　

３
月
１
日
（
日
）

～
３
月
14
日
（
土
）

■
申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
の
記
入
と
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
、
郵
便
又
は
持
参
に

て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

富
士
山
五
合
目
周
辺

　
　
　

公
園
利
用
協
議
会

☎
０
５
５
５

−

２
２

−

３
３
５
５

サ
ポ
ス
テ
移
動
相
談
会

　

若
者
の
就
職
支
援
の
た
め
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
仕
事
、
自
立
、
進

路
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

■
日
時　
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
北
巨
摩
合
同
庁
舎

■
参
加
費　
無
料

■
対
象
者　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
方
と
そ
の
家
族

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
５
５

−

２
３
０

−

２
２
３
９

☆☆☆引越しのお手伝いいたします☆☆☆
不用品はございませんか？

家電製品、自転車、バイク、金属全般まで
買取いたします

リサイクル登美の坂
甲斐市龍地 88-1（年中無休）
電話 0551-28-6262

出張回収にも伺います。お気軽にお電話ください。

有料広告

トン

ありがとうありがとう
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お
知
ら
せ

事
業
主
・ 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
皆
さ
ん 

パ
ー
ト
タ
イ
ム 

　
　
　
　　
労
働
法
を
改
正

■
主
な
改
正
点

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

　
公
正
な
待
遇
の
確
保

　

有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い

る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
も
、

職
務
の
内
容
、
人
材
活
用
の
仕
組

み
が
正
社
員
と
同
じ
場
合
に
は
、

正
社
員
と
の
差
別
的
扱
い
が
禁
止

さ
れ
ま
す
。

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

　
納
得
性
を
高
め
る
た
め
の
措
置

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い

入
れ
た
と
き
は
、
実
施
す
る
雇
用

管
理
の
改
善
措
置
の
内
容
を
事
業

主
が
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
説
明
を
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

が
理
解
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
の
規
定
の
新
設

　

雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
規
定

に
違
反
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
勧
告

に
従
わ
な
い
場
合
は
、
事
業
主
名

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
５
５

−

２
２
５

−

２
８
５
９

県
内
の
最
低
賃
金
を
改
正

☆
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
の
最
低

賃
金

　

１
時
間　

８
１
９
円

☆
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
の

最
低
賃
金

　

１
時
間　

８
２
８
円

☆
そ
の
他
、
県
の
最
低
賃
金

　

１
時
間　

７
２
１
円

■
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５

−

２
２
４

−
５
６
１
６

　

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５

−
２
２
５

−

２
８
５
４

第
４
回　
韮
美
展

　

年
に
一
度
、
会
員
の
作
品
を
一

同
に
会
し
て
展
覧
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
3
月
22
日
（
日
）

■
場
所

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
二
コ
リ

　

１
階
展
示
室

■
展
示
内
容

　

油
彩
、
水
彩
、
日
本
画
、

　

水
墨
画
、
能
面

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
５

−

０
０
１
６
（
田
中
）

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

　

日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
で

は
、
楽
し
み
に
な
が
ら
自
然
に
健

康
に
な
れ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
教
室
は
２
コ
ー
ス

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
水
曜
午
後
コ
ー
ス
（
全
５
回
）

　

初
回　

３
月
４
日
（
水
）

②
金
曜
午
後
コ
ー
ス
（
全
５
回
）

　

初
回　

３
月
６
日
（
金
）　

■
時
間　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
定
員　
各
コ
ー
ス　

20
名

■
場
所

　

ダ
イ
ト
ー
ス
タ
ー
レ
ー
ン

■
参
加
費　
２
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ダ
イ
ト
ー
ス
タ
ー
レ
ー
ン

　
　
　
　
　

☎
２
８

−

３
３
０
０

第
20
回
中
小
企
業
ま
つ
り

　

県
内
の
中
小
企
業
が
集
う
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
。
ご
当
地
グ
ル
メ
や

特
産
品
フ
ェ
ア
、
県
内
の
ゆ
る
き

ゃ
ら
も
大
集
合
。
本
市
か
ら
も
、

大
人
気
ご
当
地
グ
ル
メ
「
に
ら
ま

ん
」
が
出
店
し
ま
す
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
3
月
22
日
（
日
）

■
場
所　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
問
い
合
わ
せ

　

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
５
５

−

２
３
７

−

３
２
１
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
情
報

新
規
会
員
募
集
＆ 

  

無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

平
成
27
年
度
の
新
規
会
員
を
募

集
し
ま
す
。
こ
の
春
、
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
３
月
は
新
規
入
会
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
こ
の
期
間

は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
種
目
2
回
ま
で

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
同

士
の
交
流
や
、
新
規
会
員
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

①
市
民
交
流

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日　
３
月
８
日
（
日
）

※
受
付
８
時
15
分
～

■
場
所　
市
営
体
育
館

■
参
加
資
格　
市
内
在
住
者
、
市

内
企
業
チ
ー
ム
、
ク
ラ
ブ
会
員

■
参
加
費

　

１
，
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

■
競
技
方
法

　

４
人
制（
※
男
性
は
２
名
以
内
）

■
申
込
期
限　
３
月
５
日
（
木
）

②
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
ズ
ン
バ
）

　
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

４
月
か
ら
ス
ク
ー
ル
種
目
と
し

て
行
わ
れ
る
予
定
の
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ

（
ズ
ン
バ
）
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　
３
月
８
日
（
日
）

※
受
付　

10
時
45
分
～

■
場
所　
市
営
体
育
館

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
募
集
人
数　
40
名
（
先
着
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
、

室
内
履
き

■
申
込
期
限　
３
月
３
日
（
火
）

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■
開
催
日　
３
月
14
日
（
土
）

※
受
付
８
時
30
分
～

　

雨
天
時
15
日
（
日
）

■
場
所　
市
営
総
合
運
動
場

■
対
象　
市
内
在
住
者
、
市
内
へ

の
通
勤
者
、
ク
ラ
ブ
会
員

■
参
加
費　
一
般
５
０
０
円

　

ク
ラ
ブ
会
員
１
０
０
円

■
参
加
人
数　
１
０
０
名（
先
着
）

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

■
賞
品　
個
人
賞
、
特
別
賞
な
ど

■
申
込
期
限　
３
月
6
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
２
１

−

２
２
５
５
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市の人口 ２月１日現在 （前月比）
男 15,232人（うち外国人185人） －１８人
女 15,484人（うち外国人 271人） －１８人
計 30,716人（うち外国人456人） －３６人

世帯数 １２，４０１世帯 －２世帯

国民健康保険より
2 月に国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
148,791,886 円で（前年同月比 6.28%減）、１人あ
たりの保険者負担額は、18,842 円（前年同月比 3.68%
減）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約に
ご協力ください。

   

　２月５日、様々な立場や活動を通じ
て、まちづくりに興味や意欲をもった
方々が一堂に会し、食事を楽しみなが
ら、情報交換や韮崎への想いを語り合
う交流会が開催されました。

「元気な韮崎をつくろう！」
 まちなか市民会議交流会

　1 月 10 日の「110 番の日」にちなんで韮崎市の
イメージキャラクター「ニーラ」が、一日警察署長
に任命されました。　
　1 月 9 日の任命式終了後には、早速市内保育園や
金融機関などに繰り出し、各種防犯活動に対する意
識向上を呼びかけました。

　2 月 3 日、中央町の雲岸寺で恒例の成田講節分会
が行なわれました。大相撲東関部屋の力士らも参加
しての豆まきでは、会場に集まった大勢の親子連れ
ら投げられた豆をとろうと一生懸命に手を伸ばして
いる姿が見られました。

ニーラが一日警察署長に！

　

２
月
８
日
、
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

で
、
男
女
共
同
参
画
・
減
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
部
で
は
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
に
よ
る
活

動
報
告
の
ほ
か
、
地
域
の
景

観
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
釜

石
市
両
石
町
の
瀬
戸
元
氏
に

よ
る
「
区
長
の
立
場
で
遭
遇

し
た
大
津
波
、そ
の
時
私
は
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
な

わ
れ
、
こ
の
中
で
瀬
戸
氏
は

「
防
災
と
は
地
域
を
守
る
も

の
で
は
な
く
、
い
か
に
命
を

守
る
か
だ
。
一
人
一
人
が
危

機
意
識
を
も
っ
て
避
難
訓
練

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。」

と
大
災
害
を
経
験
し
た
教
訓

を
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
・

　
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

鬼は～そと～！
　　　　福は～うち～！



月 火 水 木 金 土 日

　

●まちなか市民会議
　19時〜21時
　ニコリ会議室
休館： （午前）

パパ・ママ教室
　受付：8時45分〜
　Eコースの3回目
　【要予約】
　沐浴指導や新生児の育児に

ついて
「ひまつぶシネマ」上映会

　9時～17時
　『七つの海のティコ』・随時

上映

休館：

●無料法律相談
　予約受付日
　8時30分～
　定員：６名
●ねんきん無料相談
　9時～16時
　102会議室　【予約不要】

のびのび教室
　13時～
　対象児：平成25年
　　　　　2月生まれ
　親子あそびや歯科相談など

助産師さんと
　おしゃべり
　10時30分～11時30分
　※６～12か月児
　離乳食やはいはい、卒乳、

ママの健康相談など
　13時30分～14時30分
　※０～5か月児
　相談とベビーマッサージ
　持ち物：バスタオル
　講師：井上裕子氏
　定員各10組【要予約】
休館： （午前）

にこにこ子育て相談室
　9時30分～16時
　お子さんの気になる成長発

達・食事など【要予約】
ma-ma made

　10時30分～11時30分
　スクラップブッキング
　ニコリ１階和室
　写真を数枚貼れる作品を作ります♪
　講師：齊木美和氏　定員８

名【要電話予約・託児付】
　参加費300円
　持ち物：写真数枚

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時～17時
　『宮西達也劇場おまえうまそ

うだなVol. ２』・随時上映
●陸上ウォーキング教室
　受付9時～　開始9時30分
　集合：大草公民館
　持ち物：汗拭きタオル、水

分補給できる飲み物
　＊運動できる服装、歩きや

すい靴でご参加ください
休館：

抜き取ってご利用ください

休館：   

休館：   

1歳6か月児健診
　13時～
　対象：平成25年
　　　　8月生まれ
　小児科医師・歯科医師の診

察、個別相談
県外出身ママの会

　13時30分～14時30分
　おやつタイム＆交流会など
　定員10組【要予約】

休館：  

●老壮大学
　「修了式・大学祭」
　10時30分〜14時
　「文化祭」10時30分〜
　9日（月）10時30分
●武田の里ライフカレッジ
　一般開放日
　13時10分～
　東京エレクトロン韮崎文化

ホール
　閉講式・学園祭・山梨県警

察音楽隊コンサート

　

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

休館：       

にら★ちび
　ベイビーくらぶ
　10時30分～11時30分
　～６～12か月～
　13時30分～14時30分
　～０～5か月〜
　交流会・手型サービスなど
　材料費・おやつ代100円
　定員10組【要予約】

休館：  

休館：       

月3 2015
CALENDAR

弥生

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
母子健康手帳交付・

　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時

〔毎月第４木曜日・要予約〕
■無料法律相談
　13時～16時
　市役所4階401会議室
　問：企画推進担当（内線356）

〔毎月第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎月第 2・4 火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔毎月第２・４木曜日〕
子育て相談

　10時30分～11時30分
　問：☎23－7676

相談等 ※祝日は実施しません
〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　問：子育て支援担当（内線１７９）

市民栄養相談
〔毎月第２火曜日〕

もの忘れ相談日
　9時30分〜16時
　問：☎23－4464

休館：   

還付金詐欺にご注意！

「未解決事件を中心とする
日本犯罪史」展

　3月29日（日）まで（P17
参照）
企画展「－緑と水と太陽－
燦めく日々　櫻井孝美」展

　開催期間：3月15日まで
企画展「描かれた花展～花
をみて感じる心～」

　開催期間：3月21日～6月
21日まで

7

14

8

1

15

3
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4

11

5

12

6

13

2
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3月12日
えいごdeおはなし会

　11時～11時20分
　対象：乳幼児

すくすく教室
　13時～
　対象児：平成26年8月生まれ
　離乳食指導や試食など

3月14日
三井・木のおじさんの木
工作

　13時～15時
　気分は大工さん！
　講師：三井茂氏
　重ねるボックス
　材料費500円
　【予約不要】
　※数に限りが
　あります

おはなし会
　14時～14時30分
　フェアフィールド市から

素敵なお客様をお招きし
ます。ネイティブによる
英語の絵本読み聞かせも
お楽しみください

　おはなし後、折り紙作り
　対象：幼児～小学校低学年
　【申込不要】（P17参照）

3月11日
にら★ちびキッズくらぶ

　10時30分～
　11時30分
　～１歳以上～
　「大きくなったね♪」
　子ども達の成長をみんな

でわかちあおう！
　材料費100円
　定員15組【要予約】



　　　

「−緑と水と太陽− 
燦めく日々　櫻井孝美 展」
■開催期間　３月15日（日）まで
 櫻井孝美は昭和19年に埼玉に生まれ、現在は富
士吉田市にアトリエを構えて制作しています。
　明快な色使いと自由な表現方法で描かれる作品
は、自然や人間への賛歌が感じられます。
　母親と屈託のない子どもの入浴の様子を描いた

「あわてないで」や、太陽と富士、東京をイメー
ジした最新作「富嶽・闊（カツ）」など、初期か
ら新作まで、29点を
展示します。
　存在する全てのも
のの営みが燦めき続
くことを祈りながら
絵を描き続ける。と
いう画家の世界を感
じていただける展覧
会です。

　３月21日（土・祝）からは「描かれた花展〜
花をみて感じる心〜」を開催いたします。
■ミュージアムコンサートのお知らせ
　３月29日（日）午後６時からミュージアムコ
ンサートを開催いたします。花の作品に囲まれて
ピアノの調べを楽しんでみませんか。
■開館時間
10時～17時（入館は16時半まで）
■休館日 水曜日、（祝日の場合は開館し、翌日閉館）
展示替えのため３月16日（月）～３月20日（金）
まで休館します。
■入館料　大人　510円
　　　　　小・中・高　210円
　　　　　市内小中学生無料
＊１年間何度でも入館できる大変お得な年間パス
ポート（大人１名3,080円）も受付中です。
■お問い合わせ（水曜日除く、10時～17時）
　韮崎大村美術館　電話・FAX　２３―７７７５
　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com櫻井孝美《あわてないで》1987年 油彩

（学）北里研究所大村美術品コレクション

知られざる危険！　着衣着火の事故
「着衣着火」…　聞き慣れない言葉ですが、「着ている衣類に火が付
くこと」です。特に冬になると、火を使う機会が多いのと、沢山衣
服を着てしまうので、この事故が増えてきます。

　着衣着火が起こりやすいのは、炊事をしているとき、ストーブや
焚火などに当たっているとき、たばこを吸っているときなどです。
コンロを使って調理しているとき、衣類の袖口に火が燃え移ったり、
狭い台所では、コンロに背を向けて作業しているときに、服の後ろ
に燃え移ることもあります。

燃えやすい繊維製品
　綿や再生繊維のレーヨン、合成繊維であるアクリル、ポリエステ
ル、ナイロン等は着火しやすい素材です。また、アクリル繊維は、あっ
という間に燃え広がる危険もあります。

防火製品とは
　防災製品とは、防災製品認定委員会が定めた防災性能基準等に基
づいて、防災協会が認定したもので、一般家庭等で使用される寝
具、衣類などです。防災製品として認定された製品には防災協会が
交付する防災製品ラベルが付けられています。一般の繊維製品に比
べ、防火製品は小さな火源に接しても容易には燃え上がらず、仮に
着火したとしても、燃え広がりにくい性能を持っています。とは言
え、殆どが繊維製品なので、決して不燃というわけではありません。

事故を防ぐために
　ろうそくやコンロなどの裸火は大変危険です。不用意に火の近く
に腕を差し出したり、身体を近づけないよう注意しましょう。調理
中は、ゆとりのある服よりもからだにフィットしたデザインのもの
や、毛羽立ちの少ないものを着ましょう。

A.犬に噛まれた傷の場合、大きな傷を除き一般的には縫合処置は行いません。水道水などで傷口をよく洗浄し、ガーゼなどで保護をしてください。
犬の牙には細菌がついていることも多く、噛まれた後傷口周辺が腫れる（蜂窩
織炎）こともあるため抗生剤を内服したほうが良いと

思います。創の処置を行った後病院を受診し、傷口の確認、抗生剤の処方をして
もらってください。また頻度は多くないのですが、土壌中に存在する破傷風菌が
傷口から感染する可能性があります。破傷風菌に感染し、菌から発生する毒素に
より筋肉の痙攣などを起こし重症化することがあり、現在でも致死率の高い感染
症です。念のため、破傷風の予防接種を受けたほうが良いと思います。破傷風ワ
クチンは、三種混合ワクチンの中に含まれていますので、お子さんが受傷した場
合にはワクチン接種の必要はありません。成人が受傷した場合には、来院日、4
から6週後、6か月から12か月後の接種が推奨されています。

飼い犬に手を噛まれました。
どのような処置をすればよいですか。

外科医長
安留道也先生

市民のみかた　消費者生活相談窓口
おかしいな？と思ったらまずは相談
消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２―１１１１（内線２１６）
月〜金曜日　８時 30分〜 17時 15分
毎月第２第４火曜日は消費生活相談員が市
役所の１０２会議室で相談を承ります。



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

　2日、 5日
   9日、12日
 16日、19日
 23日、26日
 30日

4日、18日

ー 25日 3日
●市役所裏駐車場
　7日、14日、21日、
　28日
　13時～ 16時
●龍岡公民館グラウンド
　14日、28日
　13時～16時

3月28日（土）
9時～11時
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 11日 ー 10日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

　3日、 6日
 10日、13日
 17日、20日
 24日、27日
 31日

11日、25日

ー 18日 17日

旭・大草・龍岡 4日 ー 24日

3月のごみ収集日程　

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原� １１日（水）・２５日（水）
富士見、岩下、上の山� １２日（木）・２６日（木）
穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
� １３日（金）・２７日（金）
穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池� ２日（月）・１６日（月）・3０日（月）
藤井町全区� ３日（火）・１７日（火）・３１日（火）
中田町全区・穴山町全区� ４日（水）・１９日（木）
円野町全区・清哲町全区・神山町全区
� ５日（木）・２０日（金）
旭町全区 � ９日（月）・２３日（月）
大草町全区・竜岡町全区� １０日（火）・２４日（火）
●老壮大学� ６日（金）
●静心寮� １８日（水）
巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。
■問い合わせ　老人福祉センター

（☎２２－６９４４／ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（3月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●小児救急電話相談窓口　
・山梨県小児救急電話相談
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　☎055-226-3369（ダイヤル回線）
・山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14-6
　☎055-226-3399
受付時間（※共通）
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝及び12/29～1/3
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇氣志團現象2015
　日本全國HALL GIG TOUR
　「週末大パニック！超激突！！」
　4月12日（日）17時30分開演・大ホール
　氣志團ホールツアー、山梨公演決定!!

【全席指定】6,966円
※氣志團からのハートフルな贈り物付き
※3歳以上チケット必要、3歳未満入場不可

◇エントランスコンサートVol.12
　アルレ弦楽四重奏団コンサート
　4月18日（土） 13時30分・エントラン
スホール
　気軽に生のクラシック音楽を聴いてみま
せんか？入場無料ですのでお気軽にお越し
ください。 

【全席自由】入場無料

◇アリス=紗良・オット
　ピアノ・リサイタル
　5月22日（金）19時開演・大ホール
　ヨーロッパや日本の主要コンサートホー
ルにおける演奏により、その実力を高く評
価され、これまでに世界の名だたる指揮者

やオーケストラと共演。今、世界が注目す
る話題の人気ピアニストが韮崎に登場！

【全席指定】3,000円　※未就学児入場不可

◇仮面ライダースーパーライブ2015
　5月30日（土）
　1回目 11時開演／2回目 14時30分開
演・大ホール
　仮面ライダードライブや歴代仮面ライ
ダーが大集合!!従来のキャラクターショー
を超える大迫力のライブステージ！

【全席指定】おとな2,800円／こども2,000
円（当日各200円増）
※3歳以上有料、３歳未満でもお席の必要
な方はチケットが必要
です。中学生以上はおと
な料金です。
★ 3月21日（ 土 ）10時
より販売開始（当ホール
の発売初日は電話予約
のみ受付）

◇T.M. Revolution
　6月21日（日）17時開演・大ホール

全国47都道府県を網羅する全国ツアー
「T.M.R. LIVE REVOLUTION '15」山梨
公演開催決定!!

【全席指定】7,350円　※3歳以上有料
★ 4月4日（土）10時より販売開始（当ホー
ルの発売初日は電話予約のみ受付）

◇平成27年度ブリーズ友の会会員募集
　お得な会員になりませんか？当ホール主
催の公演チケットの先行予約や割引価格で
の購入。また、月に１度の公演案内情報の
送付、ポイントカードなど様々な特典をご
用意しております。（※一部対象外の公演
もございます。）
○会員期間
４月１日～来年３月末まで
○年会費〈お１人あたり〉
個人会員　2,000円
家族会員（２～４名）　1,000円
※団体会員区分もありますので、入会方法
等、詳細はホールまでお問い合わせ下さい。

問い合わせ
東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０－１１５５　 ２２－１９１９
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休館：   

　 　

 

0歳児体位測定
　10時30分～
　11時30分【予約不要】

おそうじ大作戦
　13時～13時30分
　【予約不要】

3歳児健診
　13時～
　対象児：平成24年
　　　　　2月生まれ
　小児科医師及び歯科医師の

診察、個別相談など
休館：  

言語聴覚士さんと
　おしゃべり
　10時30分～11時30分
　小澤和恵氏による相談など
　定員10組【要予約】

誕生会（３月生まれ）
　13時30分～14時30分
　３月生まれのお子様のお祝

い
　材料費100円
　定員10組【要予約】

休館：  

よちよち教室
　13時～
　ニコリ2階図書館
　対象児：平成26年
　　　　　4月生まれ
　ブックスタート事業やお子

さんの事故防止など

休館： （午前）  休館：  

休館：       

４か月児健診
　13時～
　対象児：平成26年
　　　　　11月生まれ
　小児科医師の診察・相談
●消費生活相談
　9時～16時
　102会議室

休館：

よりみちアート
　「ウィンドウアート」
　13時～15時
　にら☆ちびの大きな窓に思

いっきりお絵かき！
　講師：羽中田桂子氏
　【予約不要】参加無料

ミュージアムコンサート
　18時〜
　ピアノ奏者：青木陽香氏

休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：10時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～17時（入館16時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～16時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時～17時
　『放射線から、さあ、逃げ

ろ』・随時上映

休館：

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時～17時
　『うっかりペネロペ（みん

なともだち）』・随時上映
朗読のつどい

　14時～15時
　対象：成人一般、学生、目

の不自由な方など
　【申込不要】（P17参照）

休館：   

だっこの会
　11時～11時30分
　わらべ歌、絵本の読み聞か
せ、手遊びなど
　対象：乳幼児
　【申込不要】
●無料法律相談
　13時～16時
　401会議室

休館： （午前）休館：  

休館：       
　　　    

休館：       休館：  

：穂坂自然公園
　　利用時間：4月～11月　9時～17時
　　　　　　　12月～3月　冬季休館
　　農林課　農林振興担当
　　（内223〜225）

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316
○乳幼児の健診
　持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

○子育て教室
※よちよち教室は、市民交流センター
　２階図書館内読み聞かせの部屋
　持物：母子健康手帳、筆記用具など
○育児健康相談等
　持物：母子健康手帳
○健康づくり教室
　持物：各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

市役所が電話で税金等の還付について、
ATMの操作を指示することはありません

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
 ※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）
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3月19日
にら★ぐるみんまつり

　10時～13時
　子育てにやさしいお店・

グループが大集合！ワン
コイン以下で楽しめます

　【予約不要】持ち物：エ
コバッグ

3月21日
サリー＆タケ

　「バルーンアート」
　13時～15時
　わくわくどきどきのバ

ルーンアート♪クラウン
もやってくる♪

　講師：相吉くに子・丈雄
氏【予約不要】参加無料

3月24日
避難訓練

　支援センター
　11時～11時30分
　 い ざ と い う 時 の た め

に・・・避難訓練で安全
を確かめましょう

　【予約不要】

3月24日（火）〜27日
（金）は保育園児・幼稚
園児のご利用は14時か
らです

民俗資料館でひな祭り
　明治時代から昭和30年
代までのひな人形や、珍し
い「押絵雛」を展示します。

（入館無料）
開催期間
　3月3日（火）
　　〜4月19日（日）
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